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１．はじめに 

 

 2020年9月22日、欧州特許庁（EPO）と国際エネルギー機関（IEA:International Energy  

Agency）は、電池および蓄電技術分野に関する報告書を発表した。 

 

 報告書では、同分野における 2018 年までの出願動向などが国別、企業別、技術別などで

分析されており、例えば以下の点が述べられている。 

 2005 年～2018 年、電池およびその他の蓄電技術の特許出願は、全技術分野の平均の 4

倍にあたる年平均 14%で成長した。 

 電池技術では日本が主導的な地位にあり、電池技術分野の出願件数において、トップ

10のうち 7社が日本、2社が韓国企業であった。 

 全固体電池分野においても日本の出願件数が全体の 54%を占める。 

 

 欧州を始め世界中で環境問題への関心が高まっている。本報告書は、将来の環境ビジネ

スを俯瞰するうえでも注目に値する。 

 

 以下、報告書の概要を紹介する。 

 

 

Innovation in batteries and electricity storage 

～A global analysis based on patent data September 2020～ 

  https://www.epo.org/news-events/news/2020/20200922.html 
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